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⑨ №５ さつま町議会だより

町
長
　
平
成
９
年
４
月
よ
り
、

担
当
医
師
と
診
療
所
業
務
委

託
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
旧
薩

摩
町
で
の
地
域
医
療
確
保
と

医
療
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
、
患
者
に
対
す
る
診
療
姿

勢
も
良
く
、
ま
た
、
高
齢
者

の
多
い
地
域
で
も
あ
り
、
担

当
医
師
も
継
続
を
希
望
さ
れ

て
い
る
の
で
、
地
域
医
療
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

市
來
　
梅
の
生
産
は
、
効
率

が
良
く
、
収
入
の
６０
パ
ー
セ

ン
ト
は
利
益
が
で
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
本
町
へ
の
加

工
場
建
設
に
つ
い
て
、
和
歌

山
県
の
業
社
が
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
町
と

し
て
も
、
作
付
け
面
積
拡
大

と
、
そ
の
普
及
手
段
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
な
い
か
。

町
長
　
梅
の
生
産
は
、
薩
摩

地
区
で
約
８０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

作
付
け
面
積
で
あ
り
ま
す
。

梅
栽
培
は
、
始
め
る
と
き
、

投
資
が
少
な
く
収
穫
の
全
量

を
買
い
上
げ
て
も
ら
い
、
収

益
が
安
定
し
て
お
り
ま
す
。

農
林
業
振
興
策
に
つ
い
て

町
長
／
担
い
手
支
援
室
を
設
置

梅の生産面積拡大の考えは

町長／新植80ヘクタール目標

新
屋
敷
　
平
成
１９
年
度
よ
り

実
施
さ
れ
る
集
落
営
農
制
度

に
つ
い
て
、
具
体
的
推
進
策

を
如
何
に
取
り
組
ま
れ
る
か

伺
い
た
い
。

町
長
　
「
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
」
の
施
策
公
表
を

受
け
、
集
落
営
農
推
進
に
早

急
に
取
り
組
む
必
要
性
か
ら
、

行
政
、
農
協
等
の
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
役
場
内
に

「
担
い
手
育
成
支
援
室
」
を

設
置
し
、
更
に
本
年
６
つ
の

モ
デ
ル
地
区
を
設
け
、
国
庫

事
業
の
導
入
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
収
量
２４
ト
ン

で
収
入
も
高
額
な
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
作
付
け
面
積
拡
大

に
つ
い
て
は
、
宮
之
城
、
鶴

田
地
区
に
５
年
間
で
８０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
新
植
を
目
標
と
し
、

町
の
苗
木
補
助
事
業
等
を
勧

め
な
が
ら
維
持
管
理
の
困
難

な
梅
園
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

ナ
ー
制
度
も
検
討
し
ま
す
。

普
及
推
進
に
つ
い
て
は
、
町
、

普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
さ
つ

ま
等
で
構
成
す
る
町
技
連
会

が
集
落
等
に
出
向
き
、
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
屋
敷
　
平
成
１９
年
３
月
で

業
務
委
託
契
約
が
満
了
と
な

る
町
立
診
療
所
の
今
後
を
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
。

地
域
医
療
確
保
に
是
非
必
要

と
思
う
が
町
長
の
考
え
を
伺

う
。 町

立
診
療
所
の
今

後
は

町
長
／
地
域
医
療
確

　
　
　
保
に
努
力

役場本庁に担い手育成支援室を設置

梅の木の消毒作業


